
CHALLENGE
～安心・安全な和牛生産を目指して～

茨城県立水戸農業高等学校



１．はじめに

明治２８年に開校

年創立１２７年目を迎える歴史と伝統のある学校

生徒在籍数日本一（令和３年度）

全日制７学科（農業・畜産・園芸・生活科学・農業土木・農業経済）

昼間定時制（農業） 計８学科

農業から次代を担う心豊かな人材の育成を目指しています



茨城県の銘柄牛「常陸牛」

食肉取引規格A、Bの４と５等級
の格付けされた肉質の優秀なも
のだけが「常陸牛」と呼ばれる



２．目的

畜産部の活動で牛の飼育管理

水農で育てた牛の客観的な評価が知りたい

粗飼料を自家飼料とし、

〇飼料費の削減

〇耕畜連携を図る

消費者にとって、安心・安全な和牛生産を目指したい！



３．素牛の導入（１）

父「聖香藤」 母方の祖父「茂晴花」 曾祖父「平茂晴」

藤花美（ふじはなみ） R3.8.28生



３．素牛の導入（２）

父「福之姫」 母方の祖父「勝忠平」 曾祖父「平茂勝」

芹橙昂（せりじゅうごう） R3.8.25生





４．飼育管理



４．飼育管理（２）

〇餌当番：朝・夕２回

〇牛房清掃：定期的に実施

〇ブラッシング：血行を良くし
毛並みを整える

〇温度管理：夏→扇風機
冬→敷料を多めに



４．飼育管理（３）

個体へのストレス軽減

害虫（ハエ）の抑制

①トラップシート（ハエ取シート）

②独自調製のハエ取り剤

（めんつゆ・砂糖・酢を混合）

③フラッシュベイト・アジタ

（寄生虫駆除剤）



４．敷料収集（小麦わら）



５．自給飼料（稲わら生産）

農業科より脱穀後の稲わらを提供してもらう

粗飼料費のコスト削減



６．測定結果



安心・安全な和牛生産を目指して
愛情込めて育成中💛


